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書込みイメージ提供までの流れ 

１．お客様側でROM書込みサービスに必要なイメージファイル 

  (bootloader image/kernel image等)を準備 

 

２．ALL領域イメージを作成する (手順を後述します) 

 

３．MD5ハッシュ値を取得する (手順を後述します) 

 

４．ALL領域イメージ、及びMD5ハッシュ値を 

  弊社ファイル交換サイト経由で送信 (手順を後述します) 



WindowsでのALL領域イメージ 
作成手順 

1. gen_flash_image.exeの起動 
2. “ファイル” --> ”開く” --> 対応する製品のconfigファイルを開く 

(下記例ではA440-region.confを選択) 

3. 各リージョンに対応するイメージを選択 

(各リージョン名をダブルクリックすると 
ファイル選択ダイアログが開きます) 

4. “実行”をクリックし、ALL regionイメージ(all.bin)を作成 

イメージ指定の無いリージョンには何も書かれません。 
(※bootloaderの指定忘れが多いため、ご注意下さい) 



MD5ハッシュ値取得手順 
※md5sum出力ツールは様々なツールが存在します。 
お客様の環境等に合わせ使用するツールを選択して下さい。 
下記の例では”wMD5sum”を使用しています。 

1. 「追加」をクリックし、MD5ハッシュ値を計算するファイルを選択 

2. 「開始」を押すと、 
ファイルのハッシュ値が 
出力される 
(ファイル名をダブルクリックする事で 
MD5ハッシュ値をコピー可能) 

3. 取得したMD5ハッシュ値を 
テキストファイル形式で保存して下さい。 



イメージ送付手順 

https://filesend.atmark-techno.com/ 

イメージの受け渡しは弊社ファイル交換サイトを使用します。 
下記サイトにアクセスし、必要情報を入力後、 
作成したファイルを添付して”送信”ボタンをクリックして下さい。 

※作成したall.bin、及び 
MD5ハッシュ値が記載されたファイルの 
両方を弊社までお送り下さい。 


